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（1）平成 31年 2月 19日：第１回ワーキンググループ会議 
 ・製作依頼先と経費負担元の確認 
   依頼先はガッタハウスとし、経費は県農協農政対策本部で負担することとした。 
 ・デザインの内容の検討 





   幼稚園児や保育園児、及び小学校の低学年を対象にした内容にすることにした。 
 ・その他 
    教育施設や家庭で活用する場合、教育者や保護者らからの説明があれば一層の教育効
果が期待できることから、補助資料を添付することにした。 
 
（2）平成 31年 2月 20日～4月 11 日：メール審議 
 ・「ガッタハウス」がデザインを考案し、それをもとに意見交換を行った。 
 
（3）平成 31年 4月 12日：第 2回ワーキンググループ会議 
 ・デザインの最終決定 
   以下に示したデザイン（表面：１種類、裏面２種類）と補助資料に決定した。 
 ・活用場面の提示 
    会議構成各機関・団体から配布や活用可能な場面として、未就学児や保護者等を 
対象にしたイベント、健康フェア、子ども食堂、県下の小学校の新１年生保護者向  
け試食会等が提示された。 









 裏面① 裏面② 
補助資料（両面刷り） 
－ 56 －
